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平成２７年度公共職業安定所のマッチング機能に 

関する業務の総合評価の結果等について 
 

 

全国の公共職業安定所（ハローワーク）においては、これまでもＰＤＣＡサイクルによる目標 

管理等により業務改善を進め、マッチング機能の強化を図ってきたところですが、平成 27年度 

からはこれを抜本的に見直し、 

 

① ＰＤＣＡサイクルによる目標管理及び業務改善の拡充 

② ハローワークのマッチング機能に関する業務の総合評価の実施及び公表 

③ 全国的な業務改善に向けた取組の強化 

を一体的に実施しています。 

 

  

このことを踏まえ、神奈川労働局及びハローワークにおいては、平成２７年度の業務運営の 

総括やマッチング関係業務の成果等、マッチング機能に係る総合評価の結果等について、別 

添のとおり取りまとめました。 

 

 

神奈川労働局及び各ハローワークでは、平成２８年度においても引き続き目標達成に向けて取 

り組んでいくほか、中長期的な業務の質の向上や継続的な業務改善を図るとともに、成果や評 

価結果、業務改善の状況等について利用者にわかりやすく公表することにより、ハローワーク 

に対する信頼感の向上に努めることとしています。 

 

 

 

 

厚生労働省 

神奈川労働局        Ｐｒｅｓｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 
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ハローワーク横浜 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、所重点項目においては「地方自治体との連携の推進」の取組を重点的に進めることとし、横浜市との雇用対策協定に基づき、

合同就職面接会を開催した。一般対象が３回、建設関連企業が１回、保育士が５回、大卒が１回、障害者が２回の計１２回開催し、３６５

名の採用を上げることができた。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

利用者アンケートでは、待ち時間が長いなどの意見があったため、混雑予想マップを作成し、利用者への配付、庁舎内掲示、ホームペー

ジ及び求人情報端末並びに待合用モニターへの掲載を行い、混雑時間に周知並びに閑散時間帯への誘導を行った。 

 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

ミニ面接会については、実施回数は多いものの、求人・求職のミスマッチにより、採用者があまり上がらない状況であった。今後は、求

人・求職者ニーズを意識し、マッチング効果を高めるよう利用者サービスの向上を図っていく。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

   雇用保険受給者の早期再就職については、求職申込時・雇用保険説明会・初回認定日等に求人一覧表を配付して、紹介件数及び就職件数

の増加に努め、「目標」並びに「過去 3年度平均」を上回ることができた。 

   

 
 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

別添 

良好な成果 
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３ 特記事項 

 横浜市との連携の推進に努め、共催による合同面接会等を年 12 回開催するほか、雇用対策協議会や生活保護の自立促進事業協議会を実施し

ており、求人情報についても毎月提供している。また、生活保護受給者等を対象とした、一体的実施事業施設（ジョブスポット）を各区に設置

し、就職支援を実施している。 

４ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給

者早期再就職

件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

障害者の

就職件数 

学卒ジョ

ブサポー

ターの支

援による

正社員就

職件数 

ハローワ

ークの職

業紹介に

より、正規

雇用に結

びついた

フリータ

ー等の件

数 

マザーズ

ハローワ

ーク事業

における

担当者制

による就

職支援を

受けた重

点支援対

象者の就

職率 

正社員求

人数 

新規学卒

者（高卒）

内定率 

６０歳以

上の就職

件数（全

数） 

求職者担

当制の就

職率（一方

向） 

ピックア

ップ対象

求人の充

足率 

実績 11,517 11,593 4,898 92.7% 93.4% 10.0% 721 2,182 3,761 91.2% 53,522 97.9% 2,335 44.0% 25.6% 

目標 12,691 12,605 4,849 90.0% 90.0% 8.8% 717 2,072 4,090 87.5% 53,086 97.8% 2,154 17.3% 23.5% 

目標達成率 91% 92% 101%   114% 101% 105% 92% 104% 101% 100% 108% 254% 109% 

（参考）過去３年度平均 13,446 13,175 4,685 
         

  
 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 
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ハローワーク戸塚 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、就職件数の目標達成に向け重点的な取組みを行った。マッチング力を向上させるため、他の求職者にもおすすめしやすい求人票を

職種「事務」、「公務」、「製造」、「軽作業」、「高齢者用」に分けプラスワンＢＯＸと名付けた箱に保管し、職業相談窓口の職員等が情報提供とし

て活用を図った。また、求職者ニーズに応じて、初回認定日までに予め職業相談記録等を基にマッチングする求人票を選択し、来所した際、情

報提供を行った。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

ミニ面接会の開催回数を増やすために、これまで実施していた個別支援コーナーのほか、会議室の一部（エントランス）にパーテーションを

設け面接会ができるように工夫し、それにより平成２７年度は４０回開催することができた。 

 職業相談窓口で使用されている利用者側の椅子に汚れが目立つとの声に対応し、当該窓口の利用者側の椅子について全てを交換した。 

 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

現在、支援メニューの周知方法として、初回講習会時や職業相談時におけるリーフレット等の配布のほか所内掲示や所内配架を実施している

が、今後においてはディスプレイを活用した周知方法も加えることを検討する。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 全国的に求人が増加している中、平成２６年度の当所の新規求人数は減少しており、このような状況下、正社員求人確保のため、当所管内の

業界団体との連携から得られた情報や職業相談窓口で得られた情報等を基に事業所部門職員のみならず職業相談部門に配置された職員全員が

求人開拓に取組んだ。その結果、平成２７年度は正社員求人数１０，５１２人を目標としていたが、実績は１０，８２７人と目標を達成した。 

 

別添 
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２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

生活保護受

給者等の就

職件数 

障害者の就

職件数 

ハローワー

クの職業紹

介により、正

社員に結び

ついたフリー

ター等の件

数 

正社員求人

数 

障害者のチ

ーム支援に

よる就職件

数 

新規学卒

（高卒）内定

率 

求職者担当

制の就職率

（一方向制） 

実績 3,770 2,878 1,940 94.1％ 96.2％ 12.9％ 908 355 1,131 10,827 103 98.3％ 27.3％ 

目標 3,749 3,074 2,083 90.0％ 90.0％ 11.1％ 610 304 1,124 10,512 61 99.5％ 23.7％ 

目標達成率 101％ 94％ 93％ 
  

116％ 149％ 117％ 101％ 103％ 169％ 99％ 115％ 

（参考）過去３年度平均 3,952 3,353 1,985 
          

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

標準的な成果 
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ハローワーク川崎 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、新規求職者が減少する中で、いかに窓口への誘導を図るかをテーマに、受付での声掛けやハローワークサービスメニューの  

提案、求人情報の提供等の求職者サービスの充実及び求職者ニーズの高い正社員求人の確保に努めた。   

  また、介護・保育等の人材確保のための「ミニ面接会」を開催することで、人手不足の人材確保に努めた。  

  なお、保育士の人材確保対策としては、職種別認定日を設定し、最新の保育士事情に係るセミナー及び「ミニ面接会」を開催しマッチン

グに努めた。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

満足度調査では、求人者 99.0%、求職者 95.6%と高い結果となったが、求職者からは、案内表示・見やすいポスターの掲示・わかりやすい

陳列の項目は神奈川局の平均値を下回っていることから、1階エントランス等の掲示について、掲示場所等の改善を図った。 

   また、接客・接遇の向上に向け窓口対応の研修を実施した。 

 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

   ハローワーク窓口利用のメリット（応募状況の確認、事業所詳細情報の収集及び提供、求人検索方法のフロア案内、簡易な応募書類の  

窓口添削等）を PR するとともに、引き続き求職者サービスの充実に取組む。 また、職種別認定日（保育士）を設定し、ミニ面接会等を

開催しているが、対象職種の拡大（介護職）を実施する。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

  求人事業所の画像情報の収集及び提供（１Fエントランスの掲示）、未充足求人のフォローアップなどの一定の成果をあげている取組を

継続するとともに、求人充足会議の活性化を図ることを重点的に取組む。 

 

別添 



2 
 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険

受給者早

期再就職

件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

障害者の

就職件数 

ハローワー

クにより正

規雇用に結

びついたフ

リーター等

の就職件数 

マザーズハローワ

ーク事業における

担当者制による就

職支援を受けた

重点支援対象者

の就職率 

正社員求

人数 

障害者の

チーム支

援による

就職件数 

新規学卒

者（高校）

内定路津 

高年齢者

就労総合

支援チー

ムによる就

職率 

実績 ５，０５１ ５，６５９ ２，４１９ ９９．０％ ９５．６％ １４．２％ ２９８   １，４３１ ８８．８％ １６，０６３     ７７ ９８．７％ ６１．４％ 

目標  ５，２７０  ５，６５９  ２，３０５ ９０．０％ ９０．０％ １２．２％    ３２３   １，４２９  ８７．５％ １５，０６９      ６５ ９７．７％ ５０．０％ 

目標達成率    ９６％ １００％    １０５％       １１６％   ９２％ １００％ １０１％    １０７％  １１８％    １０１％ １２３％  

（参考）過去３年度平均  ５，３０５  ５，８８５  ２，３３８                     

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 
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ハローワーク横須賀 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、就職件数の目標達成を重点的に進めることとし、求職票・職業相談記録の確実記載の取組を行った。情報を共有することにより、

次回の職業相談・職業紹介へつなぐことができるよう的確に聞き取り、相談経過が把握できるような相談記録の入力に努めた。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

これまで、未充足・未紹介求人の条件緩和の助言を行い、応募条件が広がったと思われる求人を１階フロアに掲示していたが、タイトルを「ピ

ックアップ求人」に統一し、『正社員登用（正社員登用制度のある求人です）』・『応募してみませんか？（少し内容を見てみませんか？）』・『窓

口へどうぞ（ぜひ窓口で相談、応募してください）』・『よろしかったら（よかったら応募してみませんか？』・『画像情報求人』等副タイトルを

付して求職者が見やすい掲示方法に改善した。 

 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

雇用保険受給者の早期再就職を図るため「求職活動支援セミナー」を毎月２回開催しており、定員を上回る参加申し込みがあった場合には次

回開催時へ誘導していたが、早期再就職支援の観点から定員を上回る参加希望が見込まれる場合には、追加開催について検討した。 

また、セミナー参加者から要望のある「マナー講座」の開催についても検討する。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

就職件数、充足件数、雇用保険受給者の早期再就職件数ともに年間目標を達成することができず、この要因として、紹介件数が減少している

ことによるものと思料されることから、積極的なマッチングによる情報提供に努める。 

また、給付制限中の雇用保険受給者に対して早期の再就職を促進するため、郵送等による求人情報の提供及び認定日応当日のハローワーク窓

口利用を呼び掛ける。 

 

別添 
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２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ 特記事項 

 所独自の就職セミナー「求職活動支援セミナー」は、雇用保険受給者を中心に講義形式による「応募書類の書き方、面接の受け方」と、ワー

ク形式による「面接演習」を行っており、セミナーの資料として、自所の紹介により採用となった求職者の採用理由や採用する基準等を選考結

果通知書で確認し、「採用理由」、「理由別割合」及び「業種・職種別採用理由」をリーフレット「採用担当者の声を聞いてみよう！」に取りま

とめ、受講者に補足的な説明を加えて配布している。実際の企業担当者からの声を具体例として説明すること、また、経験や資格以外に人柄や

意欲など形には表れない採用理由が思いのほか多いこと等を説明することでセミナー受講者からは好評を得ている。分析結果を職業相談部門で

共有することで、紹介担当者からは「より説得力のある助言」ができ、また、求職者には「自分を振り返るきかっけ」作りができている。 

 

４ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

生活保護受

給者等の就

職件数 

障害者の就

職件数 

ハローワークの

職業紹介により、

正社員雇用に結

びついたフリータ

ー等の件数 

新規学卒者

（高卒）内定

率 

求職者担当

者制の就職

率（一方向） 

 

  

実績 ３，３４１ ２，０９７ １，２００ ９５．２％ ９０．８％ １７．４％ １２０ １４６ ９６４ ９７．５％ ３４．３％   

目標 ３，７８９ ２，２４７ １，２３９ ９０．０％ ９０．０％ １４．７％ １４８ １４１ ９９８ ９６．９％ ２６．３％ 
  

目標達成率 ８８％ ９３％ ９７％ 
  

１１８％ ８１％ １０４％ ９７％ １０１％ １３０％ 
  

（参考）過去３年度平均 ４，０１３ ２，４００ １，１２２ 
          

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

標準的な成果 
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ハローワーク平塚 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

 当所管内には、養護学校３校に加え盲学校及び聾学校の他、知的障害者の職業的自立を目指す神奈川能力開発センターがあり、障害者の雇用

促進について関連機関との連携強化を図った他、下記について重点的に取組みを行った。 

①  新規求職者が減少するなか、窓口の利用を促進するために当所では、雇用保険受給者に対する支援メニューの十分な説明や求職者ニー

ズの的確な把握などの取組に力をいれ、具体的には雇用保険説明会で実施する説明内容などの見直しや求人検索利用のみで帰宅する受給

者を相談窓口に誘導するための取組の改善を行った。 

② 求人充足を促進するために所内に掲示している新規求人票の掲示方法を工夫し、求職者の応募意欲を喚起する取組を行った。 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

① 雇用保険説明会で職業相談部門が実施する講習会での説明内容や配布資料の見直しを行った。説明者（職員）の説明内容に漏れがないよ

うに「講習会説明要旨」を作成し、説明内容の統一を徹底した。雇用保険受給者の就職に対するニーズを的確に把握するために、初回認定

日での求職者アンケートを拡充するなどの改善を図った。 

② 所内に掲示している新規求人票に事業所の画像と事業所から求職者へのメッセージ（事業所採用担当者の手書き）を添えて掲示した。求

人票だけでは伝えられない情報を求職者に提供するサービスを行うことにより、同時に求人者（事業所）へのサービス向上にもつながった。 

③ 平成２７年度に実施した当所職員による「ハローワーク平塚意見交換会」での日常業務の振り返りのなかで、「所内で実施しているセミ

ナー、説明会やミニ面接会等の各支援メニューの開催状況の資料が担当者ごとに管理され分かりにくい。利用者への案内が迅速にできてい

ない」との意見が複数の職員から提起されたことを踏まえ、これらの実施予定表「マンスリーハローワーク平塚～ハローワーク平塚からの

ご案内～」（行事カレンダー）を各月ごとに作成し広報した。 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

雇用保険受給者の早期再就職のために、再就職手当を活用するメリットを職業相談部門と雇用保険給付課が連携し、離職票の提出時、雇用保 

険説明会及び初回認定日に集中して周知及び説明を行い、短期間での再就職を目指す取組を重点的に行うこととする。 

（４）その他業務運営についての分析等 

  マッチング精度を上げるため、求職者が求める正社員求人の開拓、求人票記載内容の充実などを事業所に対し助言していく取組が重要と考
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える。 

一方求職者に対しては、長期に渡り生活の主たる部分が求職活動といった環境に滞留することがないよう、新規求職者に対しては離職後、

早期の集中した支援の取組が重要と考える。 

 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 
 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

障害者就職

件数 

学卒ジョブサ

ポ等 
フリーター等 

正社員求人

数 

 

障害者のチ

ーム支援 

 
  

実績 ３４５５ ２５３１ １３７８ ９９．２％ ９５．７％ １３．７％ ２３９ ５３９ １０６８ ７０１９ ９８   

目標    ３４８１  ２４６３  １２４３  ９０％  ９０％  １１．５％  ２００  ２９５  １１６５  ６７０８  ４０     

目標達成率  ９９％  １０３％  １１１％    １１９％  １２０％  １８３％  ９２％  １０５％  ２４５％     

（参考）過去３年度平均  ３５４５  ２６７５  １３５８                     

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 
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ハローワーク小田原 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

〇雇用保険受給者の早期再就職件数：当所では、雇用状況が改善する中で長期失業を未然防止するため雇用保険受給者の早期再就職が最重要

であると考え、特に重点的に進めた。そのためには、相談部門、雇用保険課の連携のもと効果的な受給者への働きかけが不可欠であるため、所

内に相談部門と雇用保険課それぞれの職員からなる「再就職委員会」を発足させ、統一した対応を検討した。まず、雇用保険受給者は雇用保険

受給資格決定時から相談部門と雇用保険課双方で検討・作成した所独自リーフレットにより早期就職のメリット、長期失業のデメリットを丁寧

に伝え、求人情報の提供を行うとともに再就職手当制度についても相談部門と雇用保険部門双方の立場から説明した。次に初回講習時には、求

人情報を配布し、再度早期就職のメリットと再就職手当制度等を丁寧にシュミレーションしながら解説した。更に初回認定日には事前にマッチ

ングさせた求人票の提供を行った。給付制限中で初回認定日、概ね１カ月経過後までにＨＷ窓口で相談を行っていない求職者に対しては、求人

情報、ミニ面接会、支援メニューの案内等を郵送で実施。認定日には雇用保険課からミニ面接会へ誘導をした。また雇用保険課の待合スペース

に最新求人・正社員求人、ミニ面接会の案内等を掲示した。 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

〇ミニ面接会の充実：平成２７年度は、充足対策として能動的に地元優良企業の面接会を積極的に実施した。実施件数８０回、うち就職件数

３１件(平成２６年度実施件数５６回、就職件数１３件)。雇用保険受給者の来所時に期を捉え、面接会へ誘導でき効果を上げた。また、事業主

からもハローワークの充足対策への積極的な姿勢が評価された。 

 〇地元観光業を支える宿泊業への支援：平成２８年３月卒業予定の高校生へ訪日外国人が増え、観光業が成長産業であること等を説明し、就

職支援を行った結果、宿泊業への高校生の内定件数が大幅に伸びた(平成２６年度１０件→平成２７年度２２件)。 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

〇小田原市との連携による若者支援、キャリア教育事業：管轄内は少子高齢化を背景として人口減少が課題となっている。そのため平成２５

年度から若者の地元定着を目的としたキャリア教育事業や面接会を小田原市、小田原箱根商工会議所と連携し実施してきている。それら事業を

より効果的に推進するために、平成２７年度には、地方創生会議の小田原市版「小田原市総合戦略有識者会議」に参画し、雇用対策等に意見を

述べた。また、これらを踏まえ平成２８年３月１４日に「小田原市雇用対策協定」を締結した。今後、市内への移住促進対策として、平成２８

年度は新宿ハローワークの「出会いのフロア」を活用し、１０月２０日に「小田原ＵＩＪターン面接会」（仮称）を実施予定である。 
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（４）その他業務運営についての分析等 

 〇地元観光業を支える宿泊業への支援：今後は宿泊業者への雇用管理改善指導や就職した者へのきめ細やかな定着支援が課題となっている。

効果的にそれらを行うために官・学・民の幅広な連携を模索中である。 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ 特記事項 

〇箱根山火山活動活発化の影響：箱根山の火山活動活発化による影響が大きく、充足件数や就職件数が目標値に届かなかった大きな要因と考え

られる。 

４ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

障害者の 

就職件数 

ＨＷの職業

紹介により

正規雇用に

結びついて

フリーター等

の件数 

正社員 

求人数 

障害者のチ

ーム支援に

よる就職件

数 

実績 ２，３３０ ２，０７７ ８６４ ９７．１％ １００．０％ １６．４％ １４９ ７５６ ５１９３ ３５ 

目標 ２，５１６ ２，２９９ ６２６ ９０％ ９０% １５．３％ １４４ ６９９ ４９５８ ２９ 

目標達成率 ９３％ ９０％ １３８％ 
  

１０７％ １０３％ １０８％ １０５％ １２１％ 

（参考）過去３年度平均 ２５８０ ２４２７ ８４０ 
       

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 
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ハローワーク藤沢 就職支援業務報告（平成２７年度） 

 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、雇用保険受給者の早期再就職件数の目標達成を最重要と考え、特に重点的に進めることとし、初回講習会での最新求人情報の提供、

初回講習会を１５分延長しパワーポイントや「ハローワーク藤沢就職ガイド」を活用して早期再就職のメリット・支援メニューの詳細な説明を

実施した。また、求職活動実績報告書の導入による求人情報検索端末利用者の職業相談窓口への誘導、初回認定アンケートを活用した初回認定

日職業相談（再度支援メニュー利用の希望を確認し説明を実施）、求職者ニーズに応じた２回目認定日相談の実施などの取組を行った。加えて、

給付課待合スペースに再就職手当の計算例を掲示するとともにパワーポイントで各種支援メニューやミニ面接会等の周知を実施した。その結

果、目標２,５６５件を上回る２,６６２件の早期再就職件数は目標を達成することができた。 

「藤沢市・茅ケ崎市と連携した事業所に対する障害者雇用指導」の取組について、厚生労働本省から高い評価を得たことから、平成２８年度

は鎌倉市も加え、自治体と連携した事業所に対する障害者雇用指導のより一層の推進を図る。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

利用者アンケートでは「ご意見箱の設置場所がわからない」との意見があったため、大きく目立つ案内掲示に変更する改善を行った。その結

果、多くの利用者からご意見をいただくこととなった。 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

 平成２８年６月より「福祉人材コーナー」を設置したことから、介護・看護・保育等の人手不足分野について、就職支援ナビゲーター（福祉

分野支援分）と就職支援コーディネーター（福祉分野支援分）を中心に求人・求職者支援の取組を行う。 

（４）その他業務運営についての分析等 

 平成２７年度の紹介成功率は、目標１０．８％に対して１２．５％と目標は達成したところであり、この要因として、平成２７年度から実施

している毎日のお薦め求人の求人票の職業相談部門・専門援助部門全員への提供、月水金に開催している求人求職マッチングカンファレンス（充

足会議）による求人票及び求人票記載事項以上の情報提供、毎週火曜日に職業相談部門・専門援助部門全員へ提供している６０歳以上の求人情

報一覧表等を活用したマッチングの効果と思われることから、今年度も引き続きこの取組を実施する。 
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２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

障害者の 

就職件数 

ＨＷの職業

紹介により

正社員に結

び付いた 

フリーター等

の件数 

ＭＨ事業に

おける担当

者制による

就職支援を

受けた重点

支援対象者

の就職率 

正社員 

求人数 

障害者のチ

ーム支援に

よる 

就職件数 

新規学卒者

（高卒） 

内定率 

求職者担当

制の就職率

（一方向制） 

実績 ５,５１８  ４,４１２  ２,６６２ ９９．１％ ９４．５％ １２．５％ ３０３ １,５８１ ８８．８％ １４,２９８ ７３ ９８．６％ ２３．０％ 

目標  ６,０１１  ４,６６９  ２,５６５  ９０．０％  ９０．０％  １０．８％   ２８８  １,９２６  ８７．５％  １３,７４３ ５８  ９５．８％  ２０．６％ 

目標達成率   ９２％   ９４％  １０４％     １１６％   １０５％   ８２％  １０１％  １０４％ １２６％  １０３％  １１２％ 

（参考）過去３年度平均  ６,２１２  ４,７８５  ２,４８４                     

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 
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ハローワーク相模原 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

●当所本庁舎における利用者数は庁舎狭隘等、庁舎の置かれている状況からその増加させることは厳しい状況にある。一方、当所職業相談第

３部門が所掌する出先機関「相模大野相談コーナー」及び「マザーズハローワーク相模原」については、駅から至便な場所にあることと、窓口

の混雑状況等から判断して利用者数（求職者数）をアップさせることは可能性があり、また、対応力も十分備えている状況にあった。このため、

平成２７年度においては、本庁舎におけるマッチング機能の強化を図りつつ、職業相談第３部門の利用者数のアップは図ることにより所全体の

就職件数及び充足件数の目標達成に向けて取り組むこととして、各種セミナーの開催、ミニ面接会の開催を積極的に実施した。セミナーは１１

１回の開催、参加者数は４６１名であった。また、ミニ面接会は１５回の開催、参加者数２８名・就職者数４名であった。この取組の結果は残

念ながら利用者数をアップさせるには至らず、本庁舎と同様の割合で利用者数は減少、就職件数も同様であった。 

●所重点指標の一つとして「正社員就職件数」を選択、正社員求人の確保を求人開拓により積極的に実施するとともに、開拓した正社員求人

を充足させるため求人充足会議での充足検討や担当者制による情報提供を実施した。結果は、所重点指標としては未選択であった正社員求人数

は局設定目標を達成、正社員就職件数は未達成であった。 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

●雇用保険給付課前に充分な待合スペースがないことから、会議室に椅子を配置して待合スペースとして利用しているが、立って待っている

利用者が少なくなかったことから、会議室内を整理し椅子を増設した。 

●早期マッチングに資するため、応募も結果も素早い求人について求人情報提供端末機に選択ボタンを設置した。 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

求人検索機利用者からはキーワード検索をしたいといった要望が多くあることから、この要望に応えるためキーワード検索を希望する求職者

に対して職業相談窓口においてキーワード検索が可能であることの周知を図り、希望者を誘導、職業紹介につなげていく。 

（４）その他業務運営についての分析等 

管内の事業所からはパートの人材確保が非常に厳しいといった声がある。重要施策である正社員実現化との整合性を図りつつ、事業所の要望に

応えるべくパート求人の充足対策に取り組んでいく必要がある。 
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２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

①生活保護

受給者等の

就職件数 

②障害者の

就職件数 

③学卒ＪＳの

支援による

正社員就職

件数 

④ＨＷの紹

介により正

規雇用に結

びついたフリ

ーター等の

件数 

⑧正社員 

就職件数 

⑪新規高卒

者の就職内

定率 

⑪求職者担

当制の就職

率（一方向） 

実績 ５，４５０ ４，７３３ ２，３６５ ９１．０％ ９６．３％ １３．０％ ５７１ ３６６ ３７６ １，５９４ ２，７８５ １００％ ２３．６％ 

目標 ５，９４３ ４，９１７ ２，２８５ ９０％ ９０％ １１．５％ ３９６ ３８９ ３０９ １，８２９ ３，３２４ ９９．４％ ２１．６％ 

目標達成率 ９２％ ９６％ １０４％   １１３％ １４４％ ９４％ １２２％ ８７％ ８４％ １０１％ １０９％ 

（参考）過去３年度平均 ６，０３３ ４，９４４ ２，４８９   
 

       

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

標準的な成果 



1 
 

ハローワーク厚木 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、新規求職者の減少により、窓口相談・紹介件数・就職件数が伸びないことが懸念されたため、受付担当者が腕章をつけ、求人検索

中の求職者に声掛けを行い職業相談窓口の利用を図るよう誘導を行った。窓口では求職者の皆様に「窓口相談してよかった」と思われるように

窓口にてマッチング等を行い、求人票を提供するなどのハローワークサービスの提供に努めた。 

「一人でも多くの求職者に紹介を届ける」ため、職業相談窓口担当者がプラスアルファの相談・紹介することを心がけ、業務を行った。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

「庁舎が古く庁舎外部の掲示板が破損していたり、庁舎内のパンフレットもわかりにくい」とのご意見があり、庁舎外部の掲示板を修理し、

庁舎内のパンフレット台も項目ごとにわかりやすくするなどの工夫を行った。 

 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

 平成２７年度において、求職者の減少に伴い、紹介・就職件数が伸び悩んだことから、今年度は求職者の窓口誘導を一層勧めるため、確実に

ハローワークに来所される雇用保険受給者を雇用保険給付課窓口から職業相談窓口へと積極的に誘導し、職業相談内容を充実させる。雇用保険

説明会や認定日等のあらゆる機会を利用し、これまで以上にハローワークの支援メニューの周知を行う。 

 また、窓口相談にかかる待ち時間を少しでも短縮するように職業相談窓口担当者が利用者の立場に立った対応をこれまで以上に意識して取組

み、プラス１・２のサービス提供を行い充実した職業相談を実施する。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 管内自治体及び商工会議所とは面接会の実施や出張相談等の取組みで連携がとれているので、今後も継続して実施。 

 昨年度、取組みが低調であったものについては見直しを行い、確実に実施していく。 
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２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ 特記事項 

 自治体との連携において、ハローワーク厚木では「マザーズコーナー出張相談」を実施。この取り組みは要請のあった自治体に対し、子育て

支援ナビゲーターが自治体へ出張し、子育て中の女性を中心に職業相談・紹介とともに、子育てに関する助言・情報提供を行うことで、ハロー

ワーク及びマザーズコーナーの周知及び窓口利用を推進している。取組みの効果として、子供が小さくて、十分な求職活動が行えない求職者が

利用し、就職に結びつくケースや、自治体の就労支援員と連携し、母子家庭の母等の就労支援相談を行うなど成果は上がっている。今後の課題

については実施している自治体で予約制をとっている自治体と、来所された方のみを対象としているなど、自治体でばらつきがあるため、管内

の自治体に対して均一な支援を行うためのマンパワー等の体制面での整備が必要と思われる。 

  

 

 

４ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

生活保護受

給者等の就

職件数 

障害者の就

職件数 

マザーズＨ

Ｗにおける

担当者就職

率 

正社員求人

数 

求職者担当

制（一方向）

の就職率 

新規学卒者

（高校）の内

定率 

障害者チー

ム支援によ

る就職件数 

実績 ３，５７０ ４，０７１ １，７５８ ９８．０％ ９２．５％ １５．５ ２７７ ２５８ ９６．８％ １４，４３２ ２２．７％ ９７．７％ ６２ 

目標 ３，８２０ ４，３０２ １，８２４ ９０．０％ ９０．０％ １２．８ ２３１ ２５３ ８７．５％ １３，３６０ ２２．０％ ９１．６％ ５１ 

目標達成率 ９３％ ９５％ ９６％   １２１％ １２０％ １０２％ １１１％ １０８％ １０３％ １０７％ １２２％ 

（参考）過去３年度平均 ３，９２６ ４，１７７ １，６７１           

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

３ 標準的な成果 



1 
 

ハローワーク松田 就職支援業務報告（平成 27 年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、就職件数の目標達成を最重要と考え、求職者の減少傾向の中、特に重点的に進めるためには、担当制の対象である求職者に対して

積極的に求人票・セミナーの案内を郵送するとともに、その際担当者による直筆のコメントを添え、求人内容や要望についてのアンケートを同

封することで来所勧奨の取組を行った。 

また、求職票の未記載欄や記載内容が不十分で、求人とマッチングが上手くいかないという状況であったため、職員研修を兼ねた求職票点検

を行い、求職票の記載内容の充実を図った結果、就職件数の目標２，４００件に対して、実績が２，４２６件と目標を達成することができ、大

きな効果があったと考えている。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

求人票の正確性・明確性を図るため、求人受理時に、賃金欄・月平均時間外、休日欄、特記事項に齟齬が生じないよう、日々受付した求人を

確認し、求職者サービスの向上を図った。 

 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

管内自治体の課題である定住対策事業と連携した面接会を開催したが、当所管内に定住を希望して面接会に参加した方はなく、広報が行き届

かなかったという反省から、平成２８年度は、都内等への広報に力を入れ、取り組みを推進する。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 雇用保険受給者の早期再就職件数については目標を達成することができなかったが、具体的取組として、就職支援プログラムへの参加が不調

であったことが要因と考えられる。このため、雇用保険受給者説明会や一般相談窓口から就職支援プログラムへ誘導できるよう、リーフレット

の見直し等を図り取組みを推進する。 

 

 

別添 



2 
 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

障害者就職

件数 

学卒ｼﾞｮﾌﾞｻ

ﾎﾟｰﾀｰの支

援による正

社員就職件

数 

ﾊﾛｰﾜｰｸの

職業紹介に

より、正社員

に結び付い

たフリーター

等の件数 

障害者のチ

ーム支援に

よる就職件

数 

所で選択 

して記載 

所で選択 

して記載 

所で選択 

して記載 

実績 ２，４２８ １，８０８ ８３８ ９３．５％ ９８．０％ １７．９％ １０６ １３８ ６７２ ３４    

目標 ２，４００ １，６８４ ８９５ ９０．０％ ９０．０％ １６．０％ １０４ ９８ ６４５ ２１       

目標達成率 １０１％ １０７％ ９４％   １１２％ １０２％ １４１％ １０４％ １６２％       

（参考）過去３年度平均 ２，５０２ １，８２３ ８４１ 
       

      

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 
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ハローワーク横浜南 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、目標達成のため、「良質求人の確保」を最重要項目と捉え、特に重点的に進めることとし、①毎月月初めに開催している「求人

開拓ミーティング」では、事業所部門、職業相談部門、専門援助部門の職員が出席し、求人者ニーズ、求職者ニーズの情報を交換するとと

もに、これらの情報を求人開拓や求人要件緩和の助言、職業相談に活用した。また、②新たに「産業団体との連携」による取り組みを開始

し、団体を活用した企業情報の収集及び幅広な事業所へのハローワーク情報のＰＲ、面接会等の共同事業の開催を通じて、正社員等良質求

人の効率的な確保等の有効な手段となった。さらに、③毎週開催している充足会議では、事業所部門、職業相談部門、専門援助部門の職員

が出席し、受理後１週間経過後の求人を対象に求人内容の詳細な情報やファローアップ対策の検討を行い、マッチングや求職者への情報提

供に活用しており、フォローアップ対策においては求人要件緩和の助言に役立てた。 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

利用者アンケートを見ると、求人者、求職者が共通して「案内表示」「見やすいポスター提示」「わかりやすい陳列」を低評価しているこ

とから、庁内の案内表示や掲示物等の見直しを行い、特に、ポスター等については掲示場所を定め、内容・目的に応じたものとなるよう整

理した。 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

求職者担当制は利用者からの満足度も高いことから、今後は職員だけでなく職業相談窓口全員で取り組むこととし、求職者担当制の件数

を増加させることとした。 

また、求人者が求める支援サービスでは「求職者のより多くの紹介」が期待されているが、満足度が低いことから、「十分な充足対策が行

われていない」と判断し、求人充足会議を通じて未紹介求人へのフォローアップ対策（マッチングの推進、求職者情報の提供、要件緩和助

言）を強化していくこととした。一方、求職者は「事業所詳細情報」「求人の確保・開拓」に対して期待度が高いものの、満足度が低いこと

から、「事業所詳細情報」については、より多くの画像情報の取得に努め、求職者の目に付くような画像情報の掲示を進めていくこととした。 

（４）その他業務運営についての分析等 

   平成２７年度は、紹介件数アップの意識を高めてきたが、十分な効果は得られなかったため、平成２８年度はまずは職業相談窓口への誘

導を積極的に行い、紹介件数アップに結び付けていくこととした。特に、雇用保険受給者については、認定時間の分散化を検討し相談窓口
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の混雑解消を図るとともに、初回認定日以降の相談窓口への来窓勧奨（２回目認定日、給付制限期間中の特別職業相談日（仮称））を行い、

また、求人検索機のみ利用する求職者に対して、受付において職業相談窓口への誘導（声掛け）を行うこととする。また、平成２７年度か

ら新たに開始した「産業団体との連携」による取り組みは、団体を活用した企業情報の収集及び幅広な事業所へのハローワーク情報の発信、

面接会等の共同事業の開催が、正社員等良質求人の効率的な確保等の有効な手段となっていることから、内容を充実し引き続き実施してい

く。 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ 特記事項 

 平成２７年度は、初回認定日の相談時のみにマッチングを行っていたものを２回目認定日においても、相談窓口への来窓勧奨の上、マッチン

グを行ったところ、雇用保険受給者の就職件数が増加したとともに、低調であった早期再就職件数が改善した。 

 このことから、今後は２回目認定日に相談窓口へ来窓勧奨、マッチング対策を強化することしている。 

 

４ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

生活保護受

給者等の就

職件数 

障害者の就

職件数 

学卒ｼﾞｮﾌﾞｻ

ﾎﾟｰﾀｰの正

社員就職件

数 

正社員求人

数 
高卒内定率   

実績 ２，１７２ １，９０６ １，０５０ １００％ ９５．５％ １４．５％ １７３ １２２ １７７ ３，４０１ １００％   

目標 ２，２６０ １，９２５ １，２０７ ９０％ ９０％ １２．３％ １１５ １２０ １０８ ３，０７０ ９７．５％   

目標達成率 ９６．１％ ９９．０％ ８７．０％   １１８％ １５０％ １０２％ １６４％ １１１％ １０３％   

（参考）過去３年度平均 ２，３６２ ２，０５１ １，０２０   
 

       

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 
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ハローワーク川崎北 就職支援業務報告（平成 27 年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

ハローワークを利用して就職活動される方が減少する中でもハローワークによる紹介就職の目標達成を最重要と考え、特に重点的に進める

こととし、個別担当者制やミニ面接会の開催などの取組を行った。 

特に個別担当者制は 818 人の方を対象とし、紹介件数 1,259 件（紹介率 153.9％）就職件数 362 件（就職率 44.3％）の結果となった。 

ミニ面接会は年間で 60 回の目標に対し、人手不足が顕著な福祉分野（13 回）を含め目標を超える 68 回の開催となった。福祉分野では、求職

者支援訓練の介護系受講者の来所する日に合わせて行うなど工夫をした結果、合計で 204 名の方の参加となった。採用は 13 件と結果は若干

低調であった。平成 28 年度も求職希望者の多い職種を中心に開催するとともに、面接会とは別に求人事業所を画像で見ていただく取り組み

の充実を目指し、平成 27 年度は 149 事業所分を新たに追加した。この取組については、今年度も継続して行う。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

職業相談窓口の待ち時間を緩和するため、雇用保険受給者の最初の認定日の相談を給付課内に専用窓口を設け、1 度で完結するよう変更を

図った（従来は 2 ヶ所）。これにより、一般の職業相談窓口での待ち時間が緩和され、職業紹介がスムーズに行える体制が整った。また、当

所の Web ページの改善を行い、手続きにより来所する庁舎が異なることの案内強化や写真付きの道案内を加えるほか、事業所の方へ向けた各

種案内欄を新たに設けるなど、内容の充実を図るとともに、Web ページへのアクセスを簡易にする QR コードを付けたパンフレットを新たに作

成し、広く周知を行った。 

 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

有効求人倍率が高まり、選択肢が広がってきていることから、応募希望求人の確認を的確に行い、窓口での対応をスピーディに行うことを

目指す。ただ、就職にあたり、解決するべき課題等、悩みをお持ちの方には個別相談等を活用して手厚く援助を行い、早期に就職できるよう、

各種サービスの案内、活用を積極的に行う。 
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（４）その他業務運営についての分析等 

雇用状況の改善が見られるこの時期に、生活保護を受けている方やひとり親で地方自治体から援助を受けている方などの就労支援につい

て、引き続き取り組みを推進するとともに、支援事業開始以降、各区役所との連携も確実に強化され、就職実績も着実に上がっていることか

ら、今年度においても、区役所の福祉センター内の一体的施設における援助を始め、各区役所の担当者との連携をさらに強化して、継続した

支援を行う。 

 

 

２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

生活保護受

給者等の就

職件数 

障害者の就

職件数 

学卒ジョブサ

ポーターの

支援による

正社員就職

数 

正社員求人

数 

新規学卒者

（高卒）内定

率 

６０歳以上の

就職件数 

障害者のチ

ーム支援に

よる就職件

数 

実績 ５，４７９ ３，７３１ ３，６０４ ９５．１％ ９７．１％ １１．１％ ４５８ ３６２ １８２ １３，８７３ ９８．２％ １，１２９ １０１ 

目標  ５，９７１ ３，９１８ ３，１１６ ９０．０％ ９０．０％ ９．４％ ４７３ ３６４ ２００ １３，０４４ ９５．６％ ８８６ ７３ 

目標達成率 ９２％ ９５％ １１６％   １１８％ ９７％ ９９％ ９１％ １０６％ １０３％ １２７％ １３８％ 

（参考）過去３年度平均 ６，０２６ ３，８５１ ３，４８６           

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 
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ハローワーク港北 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

当所では、就職件数を確保するため、紹介件数を増加させることに取組んだ。紹介件数目標を「就職件数目標の１０倍」に設定し、プラスワ

ン紹介※等を積極的に実施した。就職件数の目標は達成できなかったものの、求職者が減少傾向の中で紹介件数は平成２６年度を上回ることが

できた。また、職員・相談員が一丸となり目標に取組み、意識の向上とマッチングのスキルアップに繋がった。 

※求職者の希望条件に合うと思われる求人情報を提供するとともに、その求人情報を基に求職者が選定した求人にプラスして職業紹介を行うこと。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

①職業訓練窓口を一般職業相談窓口に隣接させるレイアウト変更を行い、職業相談に対応できる窓口を増やして待ち時間縮減を図った。 

②満足度調査のサービス期待度において、約５割の求人者がより多くの紹介を求めていることから、条件緩和等により魅力ある求人を目指すと

ともに、積極的に求人情報等を求職者へ提供した。また、求人票の掲示や配架、当所求人に対する就職件数が多い近隣のハローワークに求人

情報を提供した。 

 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

 平成２８年７月、福祉人材コーナーを開設したことから、介護・看護・保育等の人手不足の分野について、関連機関と連携を密にして就職支

援に努める。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 雇用保険受給者を対象に、求人情報をまとめた小冊子を作成し積極的に情報提供を行った結果、「雇用保険受給者早期再就職件数」は目標達

成率１０７％となり、過去３年間の平均を上回ることができた。 

 

 

別添 
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２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

 
 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

障害者就職

件数 

学卒ジョブサポータ

ーの支援による正社

員就職件数 

マザーズＨＷ事業におけ

る担当者制による重点対

象者の就職率 

正社員求人数 

障害者チー

ム支援によ

る就職件数 

新規学卒者

（高卒）   

内定率 

求職者担当

者制の就職

率（一方向） 

実績 ４,４５５ ４,６２１ ３,１７０ ９８.０% ９６.４% １０.８% ２８９ ３３８ ８７.９% ２０,０６３ ７２ ９８.６% ３０.４% 

目標 ４,５９３ ５,１５０ ２,９６４ ９０.０% ９０.０% ９.７% ２８９ ２４５ ８７.５% ２１,４０７ ５８ ９８.６% １７.４% 

目標達成率 ９７% ９０% １０７%   １１１% １００% １３８% １００% ９４% １２４% １００% １７５% 

（参考）過去３年度平均 ４,６８４ ５,０７０ ３,００８ 
          

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 



1 
 

ハローワーク大和 就職支援業務報告（平成２７年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

「地方自治体との連携の推進」の取組の目標達成を最重要と考え、毎月の業務月報・求人情報一覧表の提供、合同就職面接会の開催、雇用連

絡協議会の開催及び一体的実施事業など連携を強化する取組を実施した。 

 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

職業相談やキャリアコンサルティング能力の高い相談員を窓口業務に専念させ質の高い支援を目指すために、職業相談部門内の役割分担を見

直し体制強化を図った。また、受付業務についても、輪番制による体制から担当者制に変更し的確かつ迅速な受付窓口を構築した。 

 

 

（３）今後のサービス・業務改善の取組について 

マッチング機能の強化が重要課題となるので、求職者担当者制や各種支援メニューの提供を積極的に実施し、マッチング機能の向上を図る。 

 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 平成２７年度において、正社員求人への転換件数は目標を達成したが、充足数が伸びていない。この理由としては、求人・求職のミスマッチ

が原因と考えられる。このため、求職者ニーズに即した労働条件緩和の助言を更に強化して良質求人の確保に努めていきたい。 
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２ 総合評価（※） 
※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 

３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 

 

充足件数 

（受理地） 

雇用保険受給者

早期再就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

紹介 

成功率 

生活保護者

等就職件数 

障害者就職

件数 
学卒ＪＰ支援 

マザーズＨ

Ｗ 

障害者チー

ム支援   

実績 ３，３９６ ２，３７９ ９９７ ９４．２％ ９５．１％ １４．３％ ３２０ １６９ １５０ ８８．２％ ６５   

目標  ３，６４３  ２，６５５  ９９９  ９０．０％  ９０．０％  １２．２％  ２３１  １６５  １０７  ８７．５％  ３３     

目標達成率  ９３％  ９０％  １００％    １１７％  １３９％  １０２％  １４０％  １０１％  １９７％     

（参考）過去３年度平均  ３，６９３  ２，５４５  １，０４４                     

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率 

良好な成果 



ハローワークのマッチング機能に関する業務の評価・改善の取組（概要） 

•現行の取組（就職率等を指標にした
ＰＤＣＡサイクルによる目標管理）を
拡充し、業務の質の指標を追加。 

•地域の雇用の課題を踏まえ重点と
する業務に関する指標を追加。  

•中長期的な就職支援の強化のため、
職員の資質向上や継続的な業務改
善の取組を推進。 

ＰＤＣＡサイクルによる 
目標管理・業務改善の拡充 

ハローワークのマッチング機能
の総合評価・利用者への公表 

評価結果等に基づく 
全国的な業務改善 

•業務の成果や目標達成状況等を定
期的に公表 

 →主要指標の実績を毎月、年度後半の
取組強化のための分析を年度央に、
総合評価を年度終了後に公表 

 
•業務の成果や質、職員の資質向
上・業務改善の取組等の実施状況
をもとにハローワークの総合評価を
実施。 

 →労働市場の状況や業務量が同程度の
ハローワークをグループに分け、その
中で比較し評価 

   
•ハローワークごとに実績・総合評価及
び業務改善の取組等をまとめ、労働
局が公表。 
 
 
 
 

 
•労働局は地方労働審議会、本省は
労働政策審議会に報告。 

①評価結果等をもとに労働局・ハ
ローワークに対する問題状況の
改善指導 

 
②改善計画を作成、本省・労働局
が重点指導（評価期間終了後） 

   
③好事例は全国展開（評価期間
終了後） 

 労働市場の状況や業務量が同
程度のハローワークによる交流
会も開催 

重点的に取り組んだ事項、業
務改善を図った事項、業務改
善が必要な事項、総合評価、
基本統計データ、指標ごとの
実績及び目標達成状況など
を公表 

•評価結果等をもとに本省・労働局に

よる重点指導や好事例の全国展開

等を実施。 

短
期
的
な
成
果
の
向
上
だ
け
で
な
く 

中
長
期
的
な
業
務
の
質
向
上
・業
務
改
善
を
図
り 

就
職
支
援
を
強
化 

主要業務 
の成果の向上 

サービスの質向上 
地域の課題への対応 

職員の資質向上の取組 

継続的な業務改善の取組等 

 ハローワークの機能強化を図るため、従来の目標管理・業務改善の拡充、マッチング機能に関する業務の
総合評価、評価結果等に基づく全国的な業務改善を、平成27年度から一体的に実施。 

参考資料 



総合評価の構成 

 ハローワークのマッチング機能の総合評価は、全ハローワークで共通する指標による評価と、ハローワークご
とに地域の特性等を踏まえ重点的に取り組む業務や継続的な業務改善等に関する評価を総合的に勘案し
て実施。 

（１）所重点指標による評価 
 ハローワークのマッチング機能に関する重要業務のうち、
地域の雇用に関する課題等を踏まえ、ハローワークごとに重
点として取り組む業務に関する指標に基づく評価 
○ 障害者の就職件数 
○ 正社員求人数 
○ 生活保護受給者等の就職件数 など 

（１）主要指標による評価 
 ハローワークのマッチング機能に関する業務のうち特
に中核業務の成果を測定する指標に基づく評価 
 

○ 就職件数 
○ 求人充足件数 
○ 雇用保険受給者の早期再就職件数 

ハローワークごとの重点的な取組の評価 
（所重点指標・所重点項目） 

総合評価を実施 

 

（２）補助指標による評価 
 ハローワークのマッチング機能に関する業務の質を測
定する指標に基づく評価 
○ 満足度調査 
○ 紹介成功率 
○ 求人に対する紹介率 
○ 求職者に対する紹介率 

（２）所重点項目に対する評価 
 中長期的なマッチング機能向上のための、職員の資
質向上の取組や継続的な業務改善の取組等の実施
状況を評価 
○ 職員による事業所訪問の実施 
○ 求職者担当制の実施 
○ 職員による計画的なキャリア・コンサルティ

ング研修の受講 
○ 好事例を導入した業務改善を実施 など 

全ハローワークで共通する評価 
（全所必須指標） 

※所重点指標は、ハローワークごとに、
評価対象とする業務・取組を選択 


